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中 国新 彊 シル ク ロー ド周 辺 に 分 布 す る ヤ マネ コ類

特 に ス テ ップ ヤ マ ネ コFelissilvestrisornata

の 生 息 状 況 に つ い て

増 田 隆 一,ア ブ リ ミ ッ ト ・ア ブ ダ カ デ ィル2,

マ ハ ム ト ・ハ リク3・4,大 舘 智 志5,高 橋 学 察4

1北海道大学理学部附属動物染色体研究施設

2中国科学院新彊生態地理研究所

3中国新彊大学生物系

4北海道大学大学院獣医学研究科

5北海道大学低温科学研究所

は じ め に

世界に分布す るネ コ科Felidaeは 約40種 に分類 され,そ の うち半数にあたる約20種 が ア ジアに生

息 してい る.ア ジアにおけ るネ コ科の分布 は,熱 帯,温 帯,寒 帯 にかけての広 い地域に及び,種 々

な 自然環境 に適応 して多様 な進化を遂げている.中 国新彊 ウイグル自治区の広大 なタ リム盆地 とそ

の周辺の山脈 には計7種 のネ コ科動物(絶 滅種2種 を含む)が 生息す る(Gao,1987;Yuan,1991).

私 た ちは,こ れ らのネ コ科 の生物学的特徴 を明らかにす るこ とを 目的 として,日 中合同で研究を始

めた.系 統進化 お よび生態 に関す る分析が現在進行 中であ るが,今 回は,新 彊 ウイ グル 自治区に生

息す るネ コ科動物 を紹介 す ると ともに,特 に,ス テ ップヤマネ コFelissilvestrisornataの 生 息環

境について現地調 査で得 られた情報を中心に報告 した い.

新彊シルクロー ドに生息するネコ科

新彊 ウイグル自治区は中国大陸の西端に位置 し,北 にジュンガル盆地,南 にタリム盆地を有 し,

それぞれの盆地が標高4,000メ ー トル以上のアルタイ山脈,天 山山脈およびコンロン山脈により周

囲を囲まれている(図1).タ リム盆地周辺では,古 来様々な民族 と文化が繁栄 と衰退を繰 り返し,

この地域一帯は東西文明を結ぶ重要な交易路の役割を果たしたため,交 易物の中心となった絹にち

なんで 「シルクロー ド」ともよぼれている.シ ルクロー ドの主なルー トは,天 山山脈の北麓を走る

天山北路,天 山山脈の南麓すなわちタリム盆地の北側に点在するオアシスの街を結ぶ天山南路,そ

して,タ リム盆地の南側すなわちコンロソ山脈の北麓を走る西域南道である.さ らに,タ リム盆地

の中央に位置するのが広大なタクラマカン砂漠である.

これ らの盆地は中央アジアに広がる乾燥地帯の一部であるため,こ こには乾燥気候に適応進化 し

た動物群が分布する.よ って,こ の地域一帯は動物地理学的には 「モソゴル新彊区 ・西部ゴビ亜区」
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はじめに

世界に分布するネコ科 Felidaeは約40種に分類され，そのうち半数にあたる約20種がアジアに生

息している アジアにおけるネヲ科の分布は，熱帯，温帯，寒帯にかけての広い地域に及び，種々

な自然環廃に適応して多様な進化を遂げている 中国新彊ウイグル自治区の広大なタリム盆地とそ

の周辺の山脈には計7種のネコ科動物(絶滅種 2穏を含む)が生息する (Oao，1987; Yuan， 1991)， 

私たちは， これらのネコ科の生物学的特徴を明らかにすることを目的として，日中合同で研究を始

めた 系統進化および生態に関する分析が現在進行中であるが，今回は，新彊ウイグル自治区に生

息するネコ科動物を紹介するとともに，特に，ステ ップヤマネコ Felissilvestris ornataの生息環

境について現地調査で得られた情報を中心に報告したい

新彊シルクロ ドに生息するヰコ科

新橿ウイグノレ自治区は中国大陸の西端に位置し，北にジュソガル盆地，南にタりム盆地を有L，

それぞれの盆地が標高4，000メートル以上のアノレタイ山脈，天山山脈およびコンロン山脈により周

囲を閉まれている(図 1) タリム盆地周辺では，古来犠々な民族と文化が繁栄と衰退を繰り返し，

この地域一帯は東西文明を結ぶ重要な交易路の役害IJを果たしたため，交易物の中心となった絹にち

なんで「γルクロ ド」ともよばれてレる γノレクロ ドの主なル トは，天山山脈の北麓を走る

天山北路，天山山脈の南鍾すなわちタリム盆地の北側に点在するオアシスの街を結ぶ天山南路，そ

して，タリム盆地の南側すなわちコ ンロ γ山脈の北震を走る西成南道である さらに，タリム盆地

の中央に位置するのが広大なタタラマカ γ砂漠である.

これらの盆地は中央アジアに広がる乾燥地帯の一部であるため，ここには乾燥気候に適応進化し

た動物群が分布する よって，この地域一帯は動物地理学的には 「そンゴル新彊区・西部ゴピ亜区」
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図1.中 国新彊 ウイグル自治区の主要山脈,河 川,砂 漠および1998年 に行った調査ルー ト.左

上の図は中国の全体地図と新彊の位置を示す.

に 区分 されて いる.た とえば,ス テ ップヤマネ コ,ア ジア ノロバEquushemionus,ミ ユ ビ トビネ

ズ ミDiρussagittaな ど西 アジアか ら中央 アジアにかけて広 く分布す る哺乳類の分布域が タ リム盆

地 またはその東側に までお よんでいる.

こ こで,中 国の文献(Gao,1987;Yuan,1991)を 参 照 して,新 彊におけ るネ コ科動物7種(絶

滅 した2種 を含む)を 簡単に紹介する.な お,表1に は,こ れ らネコ科動物 の名称を 中国語,ウ イ

グル語,英 語 で記載 した.ま た,表2に は各動物種 の分布域 の標高を記 した.

(1)ユ キ ヒ ョウPantherauncia

ユキ ビ 。ウは,世 界的にみて もチベ ッ ト高原か ら新彊南部 のパ ミール高原 お よび天山山脈 ・アル

タイ山脈にかけての高 山帯にのみ分布す る大型 のネ コ科であ る.こ の種 は,ヒ ョウP.pardUS(ア

フ リカお よびア ジアに分布),ラ イ オ ンP.leo(ア フ リカお よびイ ン ドに分布),ト ラP.tigris(ア

ジ アお よび シベ リアに分布),ジ ャ ガーP.onca(南 ア メ リカに分布)な ど とともに大型 ネ コの仲

間Panthera属 に 分類 されてい る.

(2)オ オ ヤマネ コLynxlynx

オオ ヤマネ コは シベ リア東部 ・極東か ら ヨーロ ッパにかけてのユ ーラシア大陸に広 く分布す る中

型のネ コ科 であ る.新 彊では,ア ルタイ山脈,天 山山脈,コ ンロン山脈な どの山岳地帯に分布す る.

(3)ハ イ イ ロネ コFelisbieti

中 国 固有種 であ り,タ リム盆地 の東部か ら青海省 ・甘粛 省 ・四川省 の比較的標高の高い地域 に生

息する小型 ネ コ科 であ る.個 体数 も少 な く,詳 細な系統 関係については不 明であ る.

(4)ジ ャ ソグルキ ャッ トFelischaus

タ リム盆地 に も分布 していた といわれ るが,現 在 は絶滅 した もの と思われ る.そ のために分布に
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図1 中国新彊ウイグル自治区の主要山脈，河川，砂漠および1998年に行った調査ルート 左

上。図は中園町全体地図と新彊の位置を示す

に区分されている たとえば，ステップヤマネコ，アジアノ ロパ Equushemionus，ミユピトピネ

ズミ Dipussagittaなど西アジアから中央アジアにかけて広く分布する晴乳類の分布域がタリム盆

地またはその東側にまでおよんでいる

ここで，中国の文献 (Oao，1987; Yuan， 1991) を参照して，新彊におけるネコ科動物7種 (絶

威した2種を含む)を簡単に紹介する なお，表 lには，これらネコ科動物の名称を中国語，ウイ

グル語，英語で記載した また，表2には各動物種の分布域の標高を記した

(1 )ユキヒョウ Pantherauncia 

ユキヒョウは，世界的にみてもチヘット高原から新彊南部のハミ ーノレ高原および天山山脈 ・アル

タイ 山脈にかけての高山帯にのみ分布する大型のネコ科である。この種は，ヒョウ P.pardus (ア

フリカおよびアジアに分布)，ライオン P.leo (アフリカおよびイソドに分布)， トラ P.tigris (ア

ジアおよびシベリアに分布)，ジ+ガ- P. onca (南アメリカに分布)などとともに大型ネコの仲

間 Panthera属に分類されている.

(2)オオヤマネコ LynxIynx 

オオヤマネコは γベリア東部 ・極東からヨ ロッパにかけての立 ラシア大陸に広〈分布する中

型のネコ科である 新彊では，アノレタイ 山脈，天山山脈，コンロン山脈などの山岳地帯に分布する.

(3)ハイイロネコ Felisbieti 

中国国有種であり，タリム盆地の東部から青海省 ・甘粛省 ・四川省の比較的標高の高レ地域に生

息する小型ネコ科である 個体数も少なく ，詳細な系統関係については不明である

( 4)ジャングノレキヤヅト Felischaus 

タリム盆地にも分布 してしたといわれるが，現在は絶滅したものと思われる.そのために分布に



表1.新 彊 ウイグル自治区に分布するネコ科動物7種 の名称(和 名,学 名,中 国名,ウ イグル名,英 名)

和名 学名 中 国 名1) ウ イ グル 名2) 英名

ス テ ップ ヤマ ネ コ

ハ イイ ロネ コ

ジ ャ ン グ ル キ ャ ッ ト3)

マ ヌ ル 不 コ

オ オ ヤ マ ネ コ

ユ キ ヒ ョ ウ

トラ3)

Felissilvestris

Felisbieti

∫セlischaus

∫セlis〃ianul

Lアnxlynx

Pantherauncia

Pantheratigris

野 猫(YeMao)

斑 猫(BanMao)

草 原 斑猫(CaoYuanBanMao)

荒 漠 猫(HuangMoMao)

漠 猫(MoMao)

叢 林 猫(CongLinMao)

兎狛系(TuSun)

狢ll利(SheLi)

雪 豹(XueBao)

虎(Hu)

Yawamuxuk

Tagilmuxuk

Yawamuxuk

Qolmuxuki

Janggalmuxuki

Molun

Sulaysun

Yilpiz(Kaplan)

Yolwas

wildcat

Chinesemountaincat

Junglecat

Pallas,scat

Lynx

Snowleopard

Tiger

1)カ ッコ内 は ピ ン音 に よる発 音 を 記 した .

2)ウ イ グル語 の発 音 を ア ル フ ァベ ッ トで 表 した .

3)タ リム盆 地 に分 布 して い た が ,現 在 まで に 絶 滅 した と考 え られ る種.ジ ャ ン グル キ ャ ッ トの 詳 細 は 不 明.

といわ れ る(Yuan,1991).

トラは1930年 代に絶滅 した
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表2.新 彊 ウイグル自治区におけるネコ科動物種の分布地域とその標高(単 位,m)

和名(学 名) アルタイ山脈 ジュンガル盆地 天山山脈 タリム盆地
コ ン ロ ン山脈 ・

パ ミー ル高 原

ス テ ッ プ ヤ マ ネ コ(Felissilvestris)

ハ イ イ ロ ネ コ(Felisbieti)

ジ ャ ン グ ル キ ャ ッ ト(FeltSchaus)

マ ヌル ネ コ(Felismanul)

オ オ ヤ マ ネ コ(Lアnxlynx)

ユ キ ヒ ョ ウ(Pantherauncia)

トラ(Pantheratigris)

800-1,500

1,500-2,500

2,600-3,500

500-1,800 1,900-3,100

1,900-3,200

2,100-3,500

500-1,300

1,300-2,100

十

十

2,200-3,800

3,500-4,500

3,800-4,800

(一):分 布 しないことを示す.

(+):分 布 したが絶滅のため標高は不明.
9。
O
㊤

表 1 新彊ウイグル自治区に分布するネコ科動物 7種の名称 (和名，学名，中国名，ウイ〆ル名，英名)

r-

、、、戸、
、司

和名 学名 中国名。 ウイグル名2) 英名

ステ γ7ヤマネコ Felis sifveslris 野獄 (YeMao) Yawa mu且uk 鴨川ldcat

斑猫 (B佃 Mao) Tagil muxuk 

草原斑猫 (CaoYuan Ban Mao) Yawa muxuk 
ハイイロネコ Felis bieti 荒漠猫 (HuangMo Mao) QoJ muxuki Chin田emountain cat 

漠猫 (MoMao) 

ジャ Yグルキャット" Felis chaus 業林猫 (CongLin Mao) JanggaJ muxuki Jungle cal 
マヌ Jレネコ Felis manu/ 免鯨 (TuSun) MoluD Pallas's cat 

オオヤマネコ Lynx fynx 捨捌(SheLi) Sulaysun Lyox 

ユキヒョウ Panrhera uncia 雪豹 (Xue8ao) Yilpiz (Kaplan) Snow 1田 pard
トラ3) Panthera tigris 虎 (Hu) Yolwas Tiger 

J)カッコ内はピン音による発音を記した

γ.
3寸
4
uポ

u
強

れウイグノレ語の発音をアルフ 7ベットで表した

3lタリム盆地に分布していたが，現在までに絶誠した正考えられる種 ジ+ングルキャットの詳細は不明 トラは1930年代に絶威した

左いわれる (Yuan，1991) 

表2 新彊ウイグル自治区におけるネコ科動物種の分布地績とその標高 (単位， m) 

和名(学名) アルタイ山脈 ジュンタル盆地 天山山脈 タリム盆地
コγロソ山脈

、ミ ル高原

ステ ップヤマネコ (Felissilv田tris)

ハイイロネコ (Felisbi針。
ジャングルキャット (Fefischaus) 

マヌルネコ (Felismanu/) 

オオヤマネョ (Lynば lynx)

ユキヒョウ (Panrherauncia) 

トラ (Pantheratigris) 

(ー) 分布しなし、ことを示す

(+) 分布したが絶滅のため標高は不明

50ト1，300
1，300←2，100 

+ 
8Cト1.500 500-1.800 1.900-3，100 

1，50ト2，500 ー し900-3，200

2，600-3，500 2，10ト3，500

2.200-3，800 

3.500-4.500 

3，800-4.800 

+ 

同
{)
喧
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図2.新 彊 に お け る ス テ ップ ヤ マ ネ コFetissilvestrisornata(a)お よび マ ヌル ネ コF.manul

(b)の 分 布 域.阿 布 力 米 提 ・胡(1993)を 参 考 に した.ス テ ップ ヤ マ ネ コは 完 全 な砂 漠 地 帯 に

は 生 息 しな い が,盆 地 内部 を 流 れ る 河 川 に 沿 った 低 木 林 に 生 息 して い る.マ ヌル ネ コの分 布 域

は,ス テ ッ プヤ マ ネ コの 分 布 域 の ほ ぼ 外 側 に あた る.す な わ ち,タ リム盆 地 を 囲 む 山岳 地 帯 お

よび ジ ュ ン ガル盆 地 周 辺 に 分布 す る.河 川 の位 置 関 係 は 図1参 照.

関す る詳細な記録はない.南 ア ジアお よび東南 アジアには広 く分布 している.系 統進 化的にはイエ

ネ コのグル ープにはい るが,形 態 的にはイエネ コよ りも大型であ る.

(5)ス テ ップヤマネ コFelissilvestrisornata

ス テ ップヤマネコは 中近東か ら新彊 にかけての西 アジア ・中央 アジアに分布 し,リ ビアヤマネ コ

F.s.libyca,ヨ ー ロッパヤマネ コF.s.silvestrisと と もにF.silvestrisの 亜 種 と して分類 され てい
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図2 新殖におけるステッ プヤマネコ Felissilv.苗 "凶 οrnala(a)およびマヌノレネョ 点 manu/

(b)の分布域阿布力米提 ー胡(1993)を参考にした ステ γプヤマネコは完全な砂漠地帯に

は生息しなレが，盆地内部を流れる河川に沿った低木林に生息している マヌル不コの分布域

は，ステップヤマネコの分布棋のほぼ外側にあたる すなわち，タリム盆地を囲む山岳地帯お

よびジ，Yガル盆地周辺に骨布する 河川の位置関係は図 l参照

関する詳細な記録はない南アジアおよび東南アジアには広く分布している 系統進化的にはイエ

ネコのグループにはいるが，形態的にはイエネコよりも大型である

(5)ステッ プヤマネコ Felissilv，出trisornata 

ステ γ プヤマネコは中近東から新彊にかけての西アジア 中央アジアに分布L リピアヤマネコ

F. s. liby叩，ヨ ーロッハヤマネコ F.s. silvestrisとともに 巨 silvestrisの亜種として分類されてし、
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る(NowellandJackson,1996).新 彊 で の分布は,タ リム盆 地の河川 に沿 った低木林 であ る(図

2a).詳 細 は次章を参照.

(6)マ ヌルネ コFelismanul

マ ヌルネ コは 中央 アジアお よびモ ンゴルに生息 し,新 彊 ではオ オヤマネ コの分布地 よ りも標 高の

低 い山脈お よび ジ ュンガル盆地周 辺に分布す る(図2b).タ リム盆地 を取 り囲む よ うな分布域 を

もち,ス テ ップヤマネ コの分 布域 ときれいに分 かれ ている.系 統進化的にはイエネ コの グル ープに

含 まれ る小型 ネ コである.

(7)ト ラ 、Pantheratigris

トラは世界 で最 も大型 のネ コ科であ る.現 在,南 アジア ・東南 アジア ・東 アジア ・アムール地方

の ごく限 られ た地域 に分布 してい るが,か つては中央 アジアに も広 く分布 していた.新 彊では タ リ

ム盆地 のロブノール湖周辺に生息 していた集 団が ロブノール トラP.t.1ecoqiと 分 類 されたが,生

息地 の縮小 と乱獲のため に1930年 代 には絶滅 した といわれ ている(Yuan,1991).ス ウ ェーデ ンの

探検家 スウェン ・ヘ デ ィンは著書 「さまよえる湖(福 田 訳,1990)」 の 中で,1934年 に ロブノー

ル湖周辺を調査 した際 にはすでに トラはほ とん ど絶滅状態 にあ ったが,1900年 頃 には中部 タ リム河

周辺 で トラを捕獲 した とい う猟師に よ く出 くわ し,ト ラの皮を購入 した と記 してい る.ま た,ロ シ

ア科学 アカデ ミー動物学研 究所(在 サ ンク トペテルブル ク)に は1889年 に ロブノール周辺で収集 し

た トラ皮の標 本が保管 され てい る(HeptnerandSludskii,1992).ロ ブ ノール トラの分布や生態 に

関す る記録は極 めて乏 しいが,形 態 の類似性か らカス ピ海周辺に分布 し1970年 代 に絶滅 した カス ピ

トラ(ペ ル シャ トラ)P.t.virgataに 分 類 され ることもある.

ステップヤマネコの特徴

上記のネ コ科7種 の中で も,ス テ ップヤマネ コは最 も広 い分布域 を もち,西 アジアか ら中央 アジ

アの中国タ リム盆地 にかけ て分布 している.す なわち,タ リム盆 地は ステ ップヤマネ コの分布のほ

ぼ東端 にあた る.現 在,ユ ーラシア大陸お よび アフ リカ大陸に広 く分布す る小型 のヤマネ コFelis

silvestrisは3つ の 亜 種,ス テ ップヤマ ネ コF.s.ornata,ア フ リカ大 陸 の リビアヤ マネ コF.s.

libyca,そ して,ヨ ー ロッパ ヤマネ コF.s.silvestrisに 分 類 されてい る(NowellandJackson,1996).

一 方
,HeptnerandSludskii(1992)は 亜 種ornataを 認 めず,ヨ ー ロ ッパ ヤ マ ネ コをF.s.

silvestris,ア フ リカ ・アジ アの ヤマネ コをF.s.libycaと 分 類 した.そ して,両 者 の分布境界線は,

現 在 のイラクを流 れるチ グ リス ・ユー フラテス川あた りと し,地 中海 ではその中間型がみ られ ると

述べ ている.

これ までの ミトコ ン ドリアDNAの 分 子系統分析に よ り,リ ビアヤマネ コとヨー ロ ッパヤマネ

コとは極めて近縁 である こ とが報 告 されてい る(MasudaetaL,1996).さ らに,イ エネ コ,ジ ャ

ングルキャ ット,お よびマ ヌルネ コとも近い関係にあ り,こ れ らのネ コ類 は 「イエネ コ系列」 とよ

ぼれ ている(0'Biren,1986).

ヨー ロッパヤマネ コとス テ ップヤマネ コには異なった形態 的 ・生態的特徴がみ られ る.つ ま り,

ヨー ロッパヤマネ コの体 毛色 は全体的 に褐色であ り,イ エネ コの 「タ ビー」 に類似 した斑紋を もっ

ている.そ れに対 し,ス テ ップヤマネ コの毛色は よ り淡褐色 で全身に黒 い斑点を もつ.Heptner&

Sludskii(1992)に よ ると,ヨ ー ロッパヤマネ コの体長/尾 長は雄430-910mm/230-405mm,雌

400-770mm/180-350mmで あ る一方,ス テ ップヤマネ コのそれ は,雄490-740mm/250-360mm,

雌440-610mm/240-340mmで あ る.一 般的 に,ス テ ップヤマネ コは ヨーロ ッパ ヤマネ コよ りも
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る (NoweUand Jackson， 199品).新彊での分布は，タリム盆地の河川に沿った低木林である(図

2 a) 詳細は次章を参照

(6)マヌノレネコ Fe/ismanul 

マヌルネコは中央アジアおよびそンゴノレに生息G，新彊ではオオヤマネコの分布地よりも標高の

低い山脈およびジ a ソガノレ盆地周辺に分布する(図 2b) タリム盆地を取り囲むような分布域を

もち，ステップヤマ不コの分布戚ときれいに分かれている 系統進化的にはイエネコのグループに

古まれる小型ネコである

(7) トラ Pantheratigris 

トラは世界で最も大型のネコ科である 現在，南アジア ・東南アジア ー東アジ7・7ム ル地方

のごく限られた地岐に分布してレるが，かつては中央アジアにも広く分布していた 新彊ではタリ

ム盆地のロ プノーノレ湖周辺に生息していた集団がロ プノールトラ P.1. lecoqiと分類されたが，生

息地の縮小と乱獲のために1930年代には絶滅したといわれている (Yuan，1991) スウエ デンの

探検家スウ ェン・へディンは著書 「さまよえる湖(福田 訳， 1990)Jの中で， 1934年にロ プノ

ル湖周辺を調査した際にはすでにトラはほとんど絶滅状態にあったが，1900年頃には中部タリム河

周辺でト ラを捕獲したとし、う猟師によく出くわし トヲの皮を購入したと記してし、る また，ロ γ

ア科学アカデミー動物学研究所(在サンクトベテノレフ勺レク)には1889年にロ プノール周辺で収集し

た トラ皮の標木が保管されている (Heptnerand Sludskii， 1992) ロプノ ル卜ラの分布平生態に

関する記録は極めて乏しいが，形態の類似性からカス ピ海周辺に分布し1970年代に絶滅したカス ピ

トラ (ペルシャト ラ)P. t. virgataに分類されることもある

ステ ップヤマヰコの特徴

上記のネコ科7種の中でも，ステッ プヤマネコは最も広い分布域をもち，西アジアから中央アジ

アの中国タリム盆地にかけて分布している すなわち，タリム盆地はステップヤマネコの分布のほ

ぼ東端にあたる 現在，ユーラシア大陸およびアフリカ大陸に広く分布する小型のヤマネコ Felis

silvestrisは3つの亜種，ステッ プヤマネコ F.s. ornala，アフリカ大陸のリビアヤマネコ F.S 

libyca，そして，ヨ ロッパヤマネコ F.s. silvestrisに分類されている(Nowelland Jackson， 1996) 

一方， Heptner and Sludskii (J 992)は亜種 ornataを認めず，ヨーロァパヤマネコを F.s

silv田lns，アフリカ・アジアのヤマネコを F.s. fibycaと分類した そして，両者の分布境界線は，

現在のイラクを流れるチグリス ，ュ フラテス川あたりとし地中海ではその中間型がみられると

述べ Eいる

これまでのミ卜コ ンドリア DNA の分子系統分析により，リビアヤマネコとヨ ロッパヤマネ

コとは極めて近縁であることが報告されている (Masudaet al.， 1996) さらに，イヱネコ，ジ十

ングルキャッ卜，およびマヌルネコとも近い関係にあり，これらのネコ類は 「イエ不コ系列」とよ

ばれてL、る (O'Biren，1986) 

ヨ ロッパヤマネコとλ テッ プヤマネコには異なった形態的 ・生態的特徴がみられる つまり，

ヨーロッバヤマネコの体毛色は全体的に褐色であり，イエネコの「タピー」に類似した斑紋をも っ

てし、る それに対G，ステァ プヤマネコの毛色はより淡褐色で全身に巣レ斑点をもっ Heptner & 

Sludskii (I992)によると ，ヨーロッパヤマネコの体長/尾長は雄 430-910mm1230-405 mm，雌

400-770 mm/18日一35010mである一方，ステザプヤマ不コのそれは，雄 490-7401010/250-360mm. 

雌 440-610mm/240-340 mmである 一般的に，ステップヤマネコはヨ ロッ パヤマネコよりも
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小型で,尾 が細長 い.ま た,ヨ ー ロ ッパヤマネ コの生息地は森林 であるのに対 し,ス テ ップヤマネ

コは乾燥地 の低木林 に生息 してい る.

現 在世界中でペ ッ トとして飼育 され ているイエネ コは,古 代エ ジプ ト時代(紀 元前3,000年 頃)

に リビアヤマネ コか ら家畜化 され,ヨ ーロ ッパヤマネ コと雑種化を繰 り返 して現在 に至 った と考え

られてい る(た とえば,Clutton-Brock,1988;Tabor,1991).前 述 した よ うに,リ ビアヤマネコお

よび ヨー ロ ッパ ヤマ ネ コは イ エ ネ コ と遺伝 的 に極 め て近 縁 で あ る こ とが 明 らか とな って い る

(Masudaetal.,1996)。 そ れ では アジアにおけ るイエネ コの起源 は ど うなのであろ うか?果 た して,

エ ジプ ト由来 なのか?ア フ リカや ヨーロ ッパのヤマネ コと同種(別 亜種)と いわれ るステ ップヤマ

ネ コは シル クロー ド周辺に生息 してお り,ア ジアのイエネ コの樹立 に関連 しているのであろ うか?

中央 アジアにおけ るス テ ップヤマ ネコの生物 学的特性 を明 らか にす る ことに よ り,こ の ような アジ

アのイエネ コ起 源に関す る問題 も解決で きる可能性 がある.前 述 の ように,ス テ ップヤマネコ分布

域 の東端 は中国新彊 の タ リム盆地に相当 してお り,ま ず,こ の地域 の ヤマネ コを調べ ることに した.

新彊ウイグル自治区におけるステップヤマネコの生息環境

私た ちは,1998年10月 末 か ら11月 上 旬にかけて,2台 の 四輪駆動 車を使 って,タ リム盆地 におけ

るステ ップヤマネ コの生息地 を調査 した.そ の行程 は,新 彊 ウイグル自治 区の首都 ウルムチを出発

し,図1の 調査 ル ー トの よ うにオア シスの街 々をめ ざして,コ ル ラ,ブ グル,(タ ク ラマ カン砂漠

縦 断道路 を通 り)ニ ヤ,チ ャルチ ャン,(再 び ニヤを通 り)ケ リヤ,ホ ータ ン,カ シュガル,ア ク

ス,ク チ ャ,ト ル フ ァンに滞在 または通過 し,ウ ルムチに戻 るとい うものであった.現 在,砂 漠縦

断道路お よび タ リム盆地西側 をまわ る道路は舗装整備 され ているが,ニ ヤ とチ ャルチ ャン間は舗装

され ていない砂利道で あ り,で こぼ ことほ こ りの中を1日 走 るのは大変 な労力 を要 した.調 査終 了

時の車の走行距離 メー ターは,約5,700kmを 示 していた.

タ リム盆地は基本的 には乾燥地帯 であるが,大 ざっぱにみて5つ の 自然環境(オ ア シス と農耕地,

胡 楊の森林,塩 分土壌,湿 地帯,砂 漠)に 分け ることができる.今 回の調査 では,こ れ らの 自然環

境すべてを観察す るこ とがで きた.60年 以 上前にヘデ ィンによって記 された探検記 「シル クロー ド

(福 田 訳,1984)」 「さまよえる湖(福 田 訳,1990)」 に おいても新彊 の 自然環境やそ こに住む人

々の様子が描かれてい るが,現 在 で も同様な風景に出 くわす ことが あった.

1)オ アシスと農耕地

ウルムチは元来古いオアシスの街であるが,現 在は人口約150万 人を有 し,都 心には高層 ビルが

立ち並ぶ近代都市であ る.町 中では自動車の排気ガスによる大気汚染が著 しいのが印象的だった.

一方,他 地域におけるオアシスの街の中心部にもビルやアパー トが立ち並んでいることがあるが,

一歩路地に入れば伝統的な土やブロックでできた静かな家並みや古来のシル クロー ドを想わせる人

々の生活をかいま見ることができる.こ れらのオアシスの街は,周 囲の山々からタリム盆地へ流れ

る河川やそれがそそ ぐ湖の周囲に形成され,そ れらの街を結んだ交易路が前述の天山南路および西

域南道 とな ったのであ る.現 在,オ アシスの街の周囲は防砂林 として植林 された新彊ポプラ

(Populusba〃eana)に 囲まれ,外 側の砂漠から眺めると,オ アシスはまさに砂漠という大海に浮か

ぶ小さな島である.タ リム盆地の自然環境は急激に変化 し,河 川や湖も短期間で移動 した り消滅す

ることさえある.タ リム盆地東部においては,「 さまよえる湖」 として有名な ロブノール湖の移動

により,シ ル クロー ドの街として栄えた 「楼蘭」も砂に埋もれて何百年も歴史から忘れ去 られてい
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小型で，尾が細長し、 また，ヨーロッパヤマネコの生息地は森林であるのに対¥.-，ステップヤマネ

コは乾燥地0:>低木林に生息している

現在世界中でベットとして飼育されているイエネコは，古代エジプト時代(紀元前3，000年頃)

にリビアヤマネコから家畜化され，ヨ ロッパヤマネコと雑種化を繰り返して現在に至ったと考え

られている(たとえば， Clutton-Brock， 1988; Tabor， 1991).前述したように， リビアヤマネコお

よびヨーロッパヤマ不コはイエ不コと遺伝的に極めて近縁であることが明らかとなっている

(Masuda el al.， 1996)それではアジアにおけるイェネコの起源はどうなのであろうか?果たして，

エジプト由来なのかワアフリカ平ヨーロッパのヤマネコと同種 (BIJ車種)といわれるステップヤマ

ネコは γルクロード周辺に生息しており，アジアのイエネコの樹立に関連してレるのであろうかワ

中央アジアにおけるステッ プヤマネコの生物学的特性を明らかにすることにより，このようなアジ

アのイェネコ起源に関する問題も解決できる可能性がある.前述のように，ステッフ.ヤマネコ分布

域の東端は中国新彊のタリム盆地に相当しており，まず， この地繊のヤマネコを調べることにした

新彊ウイゲ)1.-自治区におけるステ ソプヤマネコの生息環境

私たちは， 1998年10月末から11月上旬にかけて， 2台の四輪駆動車を使って，タリ ム主主地におけ

るステップヤマネコの生息地を調査した その行程は，新彊ウイグノレ自治区の首都ウルムチを出発

1..-，図 lの調査Jレ トのようにオア、ノスの街々をめざして 1 コルラ，プグル， (タクラマカ γ砂漠

縦断道路を通り)ニヤ，チャノレチャン， (再びエヤを通り)ケリヤ，ホー夕刊カシュガノレ，アク

ス，クチャ， トルフ γ ンに滞在または通過し。ウルムチに戻るというものであった.現在，砂漠縦

断道路およびタリム盆地西側をまわる道路は舗装整備されているが，ニヤとチ+ノレチキン聞は舗装

されていない砂利道であり，でこぼことほこりの中を l日走るのは大変な労力を要した 調査終了

時の車の走行距離メ ターは，約 5，700kmを示していた

タリム盆地は基本的には乾燥地帯であるが，大ざっぱにみて 5つの自然環境(オア γスと農耕地，

胡楊の森林，塩分4土壌，湿地帯，砂漠)に分けることができる 今回の調査では，これらの自然環

噴すべてを観察することができた 60年以上前にへディンによって記された探検記「γノレクロ-e

(福田訳， 1984)J Iさまよえる朔(福閏 訳， 1990)Jにおいても新彊の自然環境やそこに住む人

々の様子が描かれているが，現在でも同様な風景に出くわすことがあった.

1)オアシスと農耕地

ウルムチは元来古し、ォアシλの街であるが，現在は人口約150万人を有¥.-，都心には高層ビノレが

立ち並ぶ近代都市である 町中では自動車の排気ガスによる大気汚染が著しいのが印象的だった

一方，他地駿におけるオアシスの街の巾心部にもピルやアパ 卜が立ち並んでいることがあるが，

一歩路地に入れば伝統的な土やプロ γクでできた静かな家並みや古来のーノノレクロ ドを想わせる人

々の生活をかいま見ることができる これらのオア γスの街は，周囲の山々からタリム盆地へ流れ

る阿川やそれがそそぐ湖の周囲に形成され，それらの街を結んだ交易路が前述の天山南路および西

成南道とな ったのである 現在，オアシスの街の周囲は防砂林として植林された新彊ポプラ

(Populus balleana)に閉まれ，外側の砂漠から眺めると，オアジスはまさに砂漠という大海に浮か

ぶ小さな島である タリム盆地の自然環境は急激に変化し，河川や湖も短期間で移動したり消滅す

ることさえある タリム盆地東部においては， Iさまよえる湖」として有名なロ プノ ーノレ湖の移動

により，シルクロードの街として栄えた「楼蘭」も砂に埋もれて何百年も歴史から忘れ去られてい
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嚢'・譲 、

図3.オ アシスの街 ニヤの風景.住 居および農地の周囲が新彊ポプラの人工林によって囲まれ

ている.現 在でも,ロ バ馬車が農民の主な運搬手段である.

た わけである.現 在の オア シスには主 に ウイ グル族が生活 している.彼 らの生業 は,オ ア シス周 囲

での ヒツジ,ヤ ギ,ラ クダな どの遊牧,お よびオアシス農地での綿花,小 麦,米 などの栽培 であ る.

こ の ような農地周辺で観察 され る野生哺乳類 はヤルカ ン ドノ ウサ ギLepusyarkandensisお よび誓

歯類(ミ ユ ビ トビネ ズ ミ,・ ・ツカネズ ミMusmusculus,オ オ ミミトビネズ ミEuchoreutusnaso,

モ リカネズ ミAρodemussylvaticus,ヒ メ カスナネ ズ ミMerionesmeridianus,チ ビ オオ ニネ ズ ミ

Nesokiaindica)で あ る.農 地には用水路が引かれ,一 年中水が満た されてい る.ま た,周 囲 の山

脈か ら砂漠へ水 を導 くため の カ レーズ とよばれ る地下水道 も作 られ てお り(ト ル ファンでは数百年

以上前 から作 られて いた とい う),水 を 手に入れ るための人 々の苦労は並大抵の ものでは ない と感

じた.数 十キ ロ以上離れた 隣のオ アシスへ行 く交通手段には乗合バ スも走 ってい るが,一 般 の農民

の運搬 には もっぱ らロバを 用いた荷馬車が使われ てお り,家 族連れが 自家用車の よ うに して1台 の

ロバ馬車に乗 り合 い楽 しそ うに外出す る光 景 もみ られ る(図3).

2)湿 地帯

河川の周囲には湿地帯(図4)が 広がっていることもあ り,周 囲の砂漠と比較す ると信 じられな

いことである.こ のような湿地帯にできた池には,ガ ソ・カモ類などの水鳥も生息す る.ま た,哺

γJレグ回一ドのヤマネコ類

図3 オア γスの街ニヤの風景 住居および農地の周囲が新彊ポプラ町人工林によ って西まれ

ている 現在でも，ロパ馬車が農民の主な運搬手段である
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たわけである 現在のオアγスには主にウイグノレ族が生活している.彼らの生業は，オアシス周囲

でのヒツジ，ヤギ，ラクダなどの遊牧，およびオアゾス農地での綿花，小麦，米などの栽培である

このような農地周辺で観察される野体鴫乳類はヤノレカゾドノウサギ L甲山 yarkandeflsisおよび醤

歯類(ミユピ トピネズミ ，ハツカネズ ミM山 muscuJus，オオミミトピ不ズミ Euchor，四 tusnaso， 

モリカネズミ Apodemussylvoticus，ヒメカスナネズ ミMerion田 meridianus，チピオオニネズミ

N田ok回 indica)である 農地には用水路が号|かれ， 一年中水が満たされているーまた，周囲の山

脈から砂漠へ水を導くためのカレーズとよばれる地下水道も作られており(トノレファンでは数百年

以上前から作られていたという).水を手に入れるための人々の苦労は並大抵のものではないと感

じた 数十キロ以上離れた隣のオア、ノλへ行く交通手段には乗合パス も走っているが，一般の農民

の運搬にはもっぱらロパを用いた荷馬車が使われており，家族連れが自家用車のようにして l台の

ロパ馬車に乗り合い楽しそうに外出する光景もみられる(図3) 

2)湿地帯

河川の周囲には湿地帯(図4)が広がっていること もあり，周囲の砂漠と比較すると信じられな

いことである このような湿地帯にできた池には，ガン カモ類などの水鳥も生息する また，暗
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図4.オ アシスの周囲に押 し寄せる砂漠.ニ ヤ周辺の風景.手 前は,風 により移動する砂丘が

胡楊の林を埋めつつある.奥 手は,ま だ砂に埋もれていない低木林,さ らにその奥は湿地帯.

乳類 と しては鶴歯類の他,大 型哺乳類 としてイ ノシシSusscrofa,ア カ シカCervuselaphus,コ サ

ックギツネVuipescorsacが 生 息 してい る.し か し,生 息地 の縮小 と狩猟に よ り,現 在 これ らの大

型哺乳類を観察す ることは困難にな りつつあ るよ うである.私 た ちも実際に 目撃す ることはで きな

か った.か つて生息 していた トラは,こ れ らの哺乳類 を獲物 としていたのであろ う.

3)胡 楊 林

オ ア シ ス と タ ク ラ マ カ ソ砂 漠 の 中 間 地帯 に は,胡 楊 と よぼ れ るポ プ ラの 野生 種POIpulus

diversifoliaが 立 ち並ぶ ようになる(図5).私 た ちが訪れた この時期 には,胡 楊 の葉 は黄 色に紅葉

していた.胡 楊 の寿命 は数十年(約70～100年)と い うが,そ れ を過 ぎた後 も乾燥気候 のた め立 ち

枯れの状態 で何百年 もの間そ の姿を とどめ ることがあ る.こ の辺 りが ステ ップヤマネ コの生 息地 で

あ る.特 に,古 い胡楊 の幹 にできた穴 ぐらは ステ ップヤマネ コが繁殖す る巣 として利用 される.地

表はす でに砂地であ る.

さ らに盆 地の内陸に 入 って行 くと,タ マ リクス(紅 柳)Ta〃iarixfloridaな ど乾燥地に適応 した

低木が点在す る.タ マ リス クの茂みは ステ ップヤマネ コの繁殖場所 とな る.タ リム盆 地には39種 類

の乾燥 に適応 した植物 が 自生 しているが,そ の中で,紅 柳 はタ クラマ カソ砂漠の象徴 的植物 となっ

ている.あ る地域では,低 木 の 「植生 島」 は,そ の周囲の砂が長年の間に風に吹 き飛ぽ されるこ と

に よ り,「 土 まん じゅ う」の よ うに残 ることがある(図6).こ の よ うな土 まん じゅ うもステ ップヤ

マネコの繁殖場所や隠れ家 になる.し か し,土 まん じゅうの根は時を経 るに したが って乾燥 し,つ

いに植物 は死滅 し砂漠 と化 してい く.一 方 で,砂 漠 と隣 り合わせ のこの よ うな胡楊の林 や紅柳 など

の低木林 は,風 に よって移動 す る砂漠に飲み込 まれ て しま うことさえあ る(図4).こ の地域 には

鶴歯類や ヤルカソ ドノ ウサギが多 く分布 してお り,ス テ ップヤマネ コ以外にそれ らを獲物 にす る食

肉類(オ オ カ ミCanislupus,ア カ ギ ツネ7凋 ρθ∫vulpes,ス テ ップ ケナ ガイ タチMustelaever一
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図4 オアシスの周囲に押し寄せる砂漠 ニヤ周辺の風景手刷は，風により移動する砂丘が

胡楊の林を埋めつつある 奥手は，まだ砂に埋もれていなレ低木林，さらにその奥は湿地帯

乳類としては留歯類の他，大型晴乳類と Lてイノ"/'/ Sus scrofa，アカ γ カ Cerνuselaphus，コサ

ックギツネ Vulp回 co町acが生息 している しかし，生息地の縮小と狩猟により，現在これらの大

型晴乳類を観察することは困難になりつつあるようである 私たちも実際に目撃することはできな

かった かつて生息していた 1ラは，これらの晴乳類を獲物としていたのであろうー

3)胡揚林

オアシスとタクラマカン砂漠の中間地帯には，胡楊とよばれるポプラの野生種 Populus

diversifoliaが立ち並ぶようになる(図 5) 私たちが訪れたこの時期には，胡楊の葉は黄色に紅葉

していた 胡楊の寿命は数十年 (約70-100年)というが，それを過ぎた後も乾燥気候のため立ち

枯れの状態で何百年もの閉その姿をとどめることがある この辺りがステップヤマネコの生息地で

ある 特に，古い胡楊の幹にできた穴ぐらはステップヤマネコが繁殖する巣として利用される 地

表はすでに砂地である

さらに盆地の内陸に入って行くと，タマリクス (紅柳)TamarIx floridaなど乾燥地に適応した

低木が点在する タマリスクの茂みはステップヤマネコの繁殖場所となる.タリム盆地には39種類

の乾燥に適応した植物が自生しているが，その中で，紅柳はタグラマ jJ:/砂漠の象徴的植物となっ

ている ある地域では，低木の「植生島」は，その周囲の砂が長年の聞に風に吹き飛ばされること

により.I土まんじゅう」のように残ることがある(図6) このような土まんじゅうもステヅプヤ

マネコの繁殖場所や隠れ家になる しかし，土まんじゅうの根は時を経るにしたがって乾燥し，つ

いに植物は死滅し砂漠と化していく 一方で，砂漠と隣り合わせのこのような胡楊の林や紅柳など

の低木林は，風によって移動する砂漠に飲み込主れてしまうことさえある(図 4) この地域には

留歯類やヤルカンドノウサギが多く分布しており，ステップヤマネコ以外にそれらを獲物にする食

肉類 (オオカミ Canislupus，アカギアネ Vu伊国 vulpes，ステップケナガイタチ Mustelaever-
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図5.タ クラマカソ砂漠の周囲で見られる胡楊PopulusdiverSifolia(中 央および向かって左側

の樹木)お よびタマ リスク(紅 柳)Tamarixflorida(実 際にoよ紫色だが,写 真では黒っぽい葉

の低木)の 混合林.胡 楊はすでに紅葉していた(実 際には黄色だが,写 真では白っぼ く見える).

このような地域がステップヤマネコの生息地である.胡 楊の老木の幹にできた穴 ぐらやタマリ

スクの茂みがヤマネコの格好の繁殖場所となる.ニ ヤからチャルチャンへの途中にて.
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図6、 砂地が風で吹 き飛ぽされてタマリスクなどの植生島だけが残った 「土まんじゅう」.こ の

段階ではまだステップヤマネコの生息地であるが,時 間を経るにつれ根がむき出しにな り植物

が枯れてい くため,ヤ マネコも生息できない砂漠へと変化 していく.ニ ヤからチャルチャンへ

の途中にて.

ツルクロ ドのヤマネコ類

図s タクラマカ ン砂漢の周囲で見られる古書楊 Populusdiversifolia (中央および向かつて左側
の樹木)およびタマリスク(紅柳)Tamarix jforida {実際には紫色だが，写真では黒っぽい葉

の低木)の認合林胡楊はすでに紅葉してし、た(実際には黄色だが，写真では白っぽく見える)

このような地域がステップヤマネコの生息地である 胡楊の老木の幹にできた穴ぐらやタマリ

スクの茂みがヤマネコり格好の繁殖場所となる ニヤからチ+ルチャ γへ0途中にて

図6 砂地が風で吹き飛ばされてタマリスクなどの植生島だけヵ・咳 った 「土まんじゅう」 この
段階ではまだステッ プヤマネコ町生息地であるが，時聞を経るにつれ根がむき出しになり植物

が枯れていくため1 ヤマネコも生息できない砂漠へと変化していく エヤからチ令ルチャンへ

の途中にて

315 
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図7.低 木林(図5)の 中 の砂地で見つけたステ ップヤマネコの新 しい足跡.レ ンズキャヅプ

の直径は55mm.

smanii,イ イ ズナMustelanivalis)が 分 布 してい る.

今 回の調査 ではステ ップヤマネ コの姿を直接 目撃す るこ とはで きなか ったが,胡 楊 と紅柳が繁 る

ステ ップ地帯 でその新 しい足跡を発見す るこ とがで きた(図7).

4)塩 分土壌

長い年月に渡って淡水が乾燥 したために,土 壌に塩分が蓄積 し,植 物も生育できない土地となっ

ている.塩 分蓄積が激 しいところでは,地 表面が塩分の結晶により雪のように白色とな り,地 表面

も硬くなっていた.白 い塩分結晶は地下数メー トルにわたって蓄積 していることもあるとい う.こ

のような土壌には,紅 柳などの低木が細々と自生 していることもあるが,胡 楊などの樹木は生えて

いない.哺 乳類も生息 していない.

5)砂 漠

山脈の裾 野お よび オアシスとオア シスの間 の道路沿 いには,大 小の石が ころが る荒れ地(現 地で

は 「ゴビ」 とよんでい る)が 広が る.こ の周辺には,乾 燥 に適応 した低木草が点在 してい る.し か

し,さ らに 内陸に 向か うと,や がて草木1本 もないきめ の細か い砂でおおわれた 「タクラマ カン砂

漠」が広 がる.ブ グル とニヤの間には,1991年10月 に 開通 した砂漠縦断道路が一直線 に走 ってお り,

中心部 の南 北約200kmの 間 は完全 な砂漠 が続 く(図1,8).実 際,時 速100kmで こ の縦断道 を

走 っても,2時 間 は周囲360度 見渡す 限 り砂漠 であ る.こ の ような砂漠では,ほ とん どの哺乳類 は生

息 できないが,現 在は絶滅危惧種 となって しま った野 生の フタコブラクダCa〃ielusbactrianusが

時 々往来す るこ とがある とい う.
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図F 低木林(図 5)の中。砂地で見つけたステップヤマネコの新しい足跡 レソズキャップ

の直径は 55mm

smanu，イイズナ Mustelonivalis)が分布している

今回の調査ではステップヤマネコの姿を直接目撃することはできなかったが，胡楊と紅柳が繁る

ステップ地帯でその新しい足跡を発見することができた(図7) 

4)底分土壊

長い年月に渡って淡水が乾燥したために， 士壌に塩分が蓄積L.植物も生育できない土地となっ

ている 塩分蓄積が激しいところでは，地表面が極分の結品により雪のように白色となり，地表面

も硬くなっていた 白い塩分結晶は地下数メ トルにわたって蓄積していることもあるという こ

のような土壌には，紅柳などの低木が細々と自生していることもあるが，胡楊などの樹木は生えて

いない今日甫乳類も生息していない

5)砂漠

山脈の裾野およびオアシスとオアシスの聞の道路沿いには，大小の石がころがる荒れ地 (現地で

は「ゴピ」とよんでいる)が広がる この周辺には，乾燥に適応した低木草が点在している しか

し，さらに内陸に向かうと，やがて草木1;本もないきめの細かい砂でおおわれた「タクラマカン砂

漠」が広がる フ.71レとニヤの間には.1991年10月に開通した砂漠縦断道路が一直線に走っており，

中心部の南北約200kmの聞は完全な砂漠が続く(図1.8) 実際，時速 100kmでこの縦断道を

走っても.2時聞は周囲360度見渡す限り砂漠である このような砂漉では，ほとんどの晴乳類は生

息できないが，現在は絶滋危倶種となってしまった野生のフタコフラクダ Camelusbacirianusが

時々往来することがあるという
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図8.タ クラマカン砂漠縦断道路.1991年10月 開通.ブ グルーニヤ間を走る(図1参 照).南 北

約200kmの 砂漠がつづ く.そ の間,ほ とんど植物も見ることはできない.道 路の両側には,

アシの茎が差 し込まれ,風 で砂が吹き飛ぽされないような処置が施されている.

保護の現状

前述のように,気 温の激 しい日変化,広 範囲にわたる乾燥気候などによりタリム盆地の自然環境

は刻 々と変化 し,砂 漠化 も進んでい る(Cheng,1993;吉 野,1997).よ って,人 間活動による環

境へのイソパクトがなくても,こ の地は,野 生哺乳類にとって厳しい生息環境であることにはまち

がいない.さ らに,人 間も同様に水を求めてオアシス周辺で生活を営んでいるため,野 生哺乳類に

対する人間活動の影響は決 して小さくはないものと思われる.た とえぽ,タ クラマカソ砂漠では石

油採掘所の開発が行われ,1995年 には500万 トソの石油が採掘されているが,採 掘所か らの排気に

よる大気汚染や石油流出は,胡 楊林および湿地帯の池における生態系を破壊す る可能性がある

(Yuanetal.,1994).さ らに,石 油採掘の開発に伴って作られた砂漠縦断道路は,フ タコブラクダ

などの野生動物の生息地を分断化 してしまった(Yuanetal.,1994).往 来の激 しくなった 自動車

による交通事故や排気ガスの影響 も無視できない.

ステップヤマネコの状況はどうであろうか.聞 き取 り調査では,ど の地域でも個体数は減少 して

いるようであった.ヤ マネ コの毛皮は防寒用の帽子や衣類などに使用された.し かし,中 国政府は,

1985年からステ ップヤマネコを含めたネコ科すべての捕獲を禁止している.図9は,捕 獲が許可さ

れていた1984年 以前のホータン(タ リム盆地南西部,図1参 照)に おけるステ ップヤマネコの毛皮

生産量の経時的変化である.こ の数値は直接,個 体数のデータを表すものではないが,毛 皮生産量

の減少は生息数の減少を示唆するものと推察 される.そ の原因は,こ れまでの乱獲および生息地の

縮小化 と考えられる.

さらに,本 調査で気づいたことは,訪 れたオアシスの街中であまりイエネコ(特 に野良ネコ)を

見かけないことである.そ こで,住 民に尋ねたところ,最 近は農作物に被害をもた らす野ネズミ駆

シルグロ ドのヤマネコ額

図a タタラマカン砂漠縦断道路 1991年10月開通 プグルーエヤ聞を走る (図 l参照) 南北
約 200kmの砂漠がつづく その間I ほとんど植物も見るととはできない 道路の両側には，
アシの茎が差し込まれ，風で砂が吹き飛ばされないような処置が施されている
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前述のように，気温の激しい日変化，広範囲にわたる乾燥気候などによりタリム盆地の自然環境

は刻々と変化L 砂漠化も進んでいる (Cheng，1993;吉野， 1997) よって，人問活動による環

境へのイソハクトがなくても，この地は，野生日市乳類にと って厳しい生息環境であることにはまち

が，、ない さらに，人間も同様に水を求めてオアジス周辺で生活を営んでL、るため，野生晴乳類に

対する人間活動の影響は決して小さくはないものと思われる たとえば，タクラマカン砂漠では石

油採掘所の開発が行われ， 1995年には500万 トγの石油が採掘されているが，採掘所からの排気に

よる大気汚染や石油流出は，胡楊林および湿地幣の池における生態系を破慶する可能性がある

(Yuan et 01.， 1994) さらに，石油採掘の開発に伴って作られた砂漠縦断道路は，フタコブラクダ

などの野生動物の生息地を分断化してしまった (Yuanet 01.， 1994) 往来の激しくなった自動車

による交通事故や排気ガスの影響も無視できない

ステップヤマネコの状況はどうであろうか 聞き取り調査では，どの地域でも個体数は減少して

いるようであったヤマネコの毛皮は防寒周の帽子や衣鎖などに使用された しかし， 中国政府は，

1985年からステップヤマネコを含めたネコ科すべての捕獲を禁止している.図9は，捕獲が許可さ

れていた1984年以前のホ タン(タリム絵地南西部町図 l参照)におけるステップヤマネコの毛皮

生産量の経時的変化である.この数値は直接。個体数のデータを表すものではないが，毛皮生産量

の減少は生息数の減少を示唆するものと推察される その原因は，これまでの乱獲および生息地の

縮小化と考えられる

さらに，本調査で気づいたことは，訪れたオアシスの街中であまりイェネコ(特に野良ネコ)を

見かけないことである そこで，住民に尋ねたところ，最近は農作物に被害をもたらす野ネズミ駆
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図9.ホ ー タ ン(タ リム盆 地 南 西 部)に お け る ス テ ッ プ ヤマ ネ コの 皮 生 産 量 の年 変 化.狩 猟 規

制 前(1985年 以 前)の ホ ー タ ン外 貿 局 の デ ー タに 基 づ く.

除のため に殺鼠剤が普及 してお り,そ れに よって死んだネズ ミをイエネコが食べて中毒死す ること

が多いためにその数 が減 ったのだ とい う。実際に,オ アシス周辺では ハツカネズ ミ(Mussρ.)な

どの住家性 ネズ ミの他に野生の トビネズ ミ類の死体を多 く観察 した.も し,そ れが殺鼠剤に よる も

のな らば,鶴 歯類を主食に してい るステ ップヤマネ コに も影響が あるか も しれない.今 後 の調査が

必要である.

自然環境の変化や乱獲 に加えて懸念 され るのは,イ エネ コとの雑種化に よる遺伝 子汚染 である.

ヨ ーロッパの イエ ネ コの樹立には,ヨ ー ロッパヤマネ コとの雑種化 も関与 してい ることは前述 の通

りである.現 在で も,ヨ ーロッパヤマネ コとイエネ コ(野 良ネ コ)と の雑種化 が起 こってお り,ヨ ー

ロ ッパヤマネ コの遺伝子汚染を防 ぐことを 目的 として,遺 伝,形 態,生 態 に関す る調査 が進 められ

ている(RandiandRagni,1991;Hubbardetal.,1992;Danielseta1.,1998).中 央 ア ジアにおけ る

ステップヤマネ コとイエネ コの間で も雑種化 が報告 されい る(HeptnerandSludskii,1992).タ リ

ム盆地 において も同様 な現象が起 きてい る可能性は高い.さ らに,イ エネ コか らの ウイルスなどの

病原体 の感染 も危惧 され る.
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図9 ホータソ (タリム盆地南西部)におけるステッ プヤマネコの庄生産量の年変化 狩猟規

制前 (1985年以前)のホータン外貿局のデ タに基づく

除のために殺鼠剤が普及してお り，それによ って死んだネズミ をイヱネコが食べて中稼死すること

が多いためにその数が減ったのだという 実際に，オア γス周辺ではハツカネズミ (Mussp.)な

どの住家性ネズミの他に野生のトピネズ、類の死体を多く観察した.もL.，それが殺鼠剤によるも

のならば，留歯類を主食にしているステップヤマネコにも影響があるかもしれない 今後の調査が

必要である

自然環境の変化や乱獲に加えて懸念されるのは，イエネコとの雑種化による遺伝子汚染である

ヨーロγパのイエネコの樹立には，ヨーロッパヤマネコとの雑種化も関与していることは前述の通

りである現在でも，ヨーロッパヤマネコとイェネコ(野良ネコ)との雑種化が起こ っており，ヨー

ロッハヤマネコの遺伝子汚染を防ぐことを目的として，遺伝，形態，生態に関する調査が進められ

ている (Randiand Ragni， 1991; Hubbard el al.， 1992; Daniels el al.， 1998) 中央アジアにおける

ステ γプヤマ不コとイエネコの聞でも雑種化が報告されし、る (Hep田町田dSludskii， 1992) タリ

ム盆地においても同様な現象が起きている可能性は高い さらに，イエネコからのウイルスなどの

病原体の感染も危供される
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ウイグルの人々の生活

ここで少 しだけ,人 々の生活 につ いてか いま見た ことを記 したい.前 述 の ように新彊は シル クロー

ドともいわれ,種 々の文化 を もった先 史時代 か らの遺跡 も数多 く見 られ る,ま た,唐 時代の玄　三

蔵,元 時代 のマル コポー ロもこの地を訪れ,著 名 な興味深 い記録 を残 している.当 時の野生動物 に

関す る記述 はほ とん どないが,き っと今 よ りは豊か な生態系が 見 られ たであろ う.

現 在,新 彊 の正式時 間(た とえぽ,航 空便の時刻)は 北京時間(日 本 よ りも1時 間遅い)で あ る

が,人 々の生活 は新彊時 間(北 京時間 よ りもさらに2時 間遅 い)が 用 い られてい る.中 国大陸は東

西南北に広大 であるため,こ の よ うな時間帯を使 うことは合理的 なのであろ う.

新 彊 ウイ グル 自治区には,ウ イ グル族,漢 族,ウ ズベ ク族,カ ザ フ族,モ ソゴル族な ど多数の民

族が居住 してい るが,タ リム盆地 においては住民の70%以 上 は ウイ グル族 であ る.ウ イ グル人 ど う

しの会話では ウイ グル語 が使われ ている.た とえば,表1に ネ コ類 の呼び名を ウイ グル語で も記 し

たが(ア ルフ ァベ ッ トは発音 を表 してお り,ア ラビア文字系 の ウイ グル文字は別 にあ る),ネ コは

muxuk(ム シ ュク)と 発音 す る.ま た,ウ イ グル族 の宗 教は イス ラム教であ り,そ れ に基づ いた

生活 が営 まれてい る.時 に は,敬 慶 な女性が顔にベ ールをか けて街 を歩 いてい ることもあ る.一 方

で,繁 華街ではデ ィス コや カ ラオケもみかけ る.ま た,ウ イ グルの人 たちは旅行者に対 して人見知

りす る ことな く,気 軽 に話 しか けて くる.食 事においては,イ ス ラム教 の教えに したがい,ま った

く豚 肉を食 しない.中 心は,羊 の肉.焼 き肉カパ ブーをは じめ,麺 類(ラ グマンとよぶ皿 うどん),

ス ー プ類,飯 類(ポ ロとよぶ ニンジ ン入 り焼 き飯)な どほ とん どの ものに羊肉が入 ってい る.ウ ル

ムチだけで も,1週 間 で約1万 頭 の羊 を食べ るとい う.ど この街へ行 って も,通 りで開かれている

屋 台の前 を通 ると,威 勢 の よいかけ声 と独特 の香辛料 の匂いが漂 う.私 たちも新彊滞在中は毎食 ウ

イ グル料理を楽 しんだが,全 般 的に ウイ グル料理は 日本人 の 口に合 うとい うのが共通 した感想 であ

った.現 在は,ウ ル ムチ,ト ル ファン,カ シ ュガルな どの限 られ た街 へは 日本か らで も観 光 ツアー

が企 画され,比 較 的簡 単に シル クロー ドを訪れ ることが できる.タ リム盆地では1年 中雨は少な く,

年 降水量(1961～1970年 の 平均)は,カ シュガルで61.4mm,ホ ー タ ンで32.1mm,チ ャルチ ャソ

で24.7mmで あ る(吉 野,1997).今 回 調査 した期間には雨は1日 も降 らなか った.ま た,気 温

は 日中のオアシスで300C以 上 にな ったが,明 け方 には0。C前 後 に まで下が り,激 しい 日変化 を

体験 した.

新彊における哺乳類の研究機関

ここで,新 彊の哺乳類研究に関する2つ の研究機関を紹介しよう.ま ず第1に,中 国科学院新彊

生態地理研究所.こ れは,1998年 に中国科学院新彊生物土壌砂漠研究所 と同科学院の新彊地理研究

所が1つ になったものである.そ のスタッフは400名 余 りで,そ の うち研究員(教 授,助 教授とよ

んでいる)は 約120名 であ る.こ こでは,砂 漠地域の土壌 ・水の利用開発,砂 漠地域の自然環境 ・

生物資源に関する生態学的 ・地理学的研究が行われている.ま た,生 物標本室と展示室が設置され

ている.ウ ルムチの北部 のジュソガル盆地に設置 されている同研究所付属の新彊野生馬繁殖セ ソ

ターでは,家 畜馬の原産 といわれるプルジェワルスキーウマEquusprzewalskiiの 保護増殖に成功

している.こ の野生種は1970年 代に絶滅したが,ヨ ーロッパの動物園の飼育個体を使 って繁殖計画

が進められている.将 来の野生復帰計画を想定 した研究が進んでいる.筆 者の一人であるアブリミ

ットは,こ の研究所の数少ない哺乳類生態学者である.
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ウイ ゲルの人々の生活

ここで少しだけ，人々の生活についてかいま見たことを記したし、前述のように新彊は〆ルクロ

ドともいわれ，種々の文化をもった先史時代からの遺跡も数多く見られる また，蔚時代の玄繁三

蔵，元時代のマルコボーロもこの地を訪れ，著名な興味深い記録を残している 当時の野生動物に

関する記述はほとんどないが，きっと今よりは豊かな生態系が見られたであろうー

現在，新彊の正式時間(たとえば，航空便の時刻)は北京時間(日本よりも l時間遅し、)である

が，人々の生活は新彊時間(北京時間よりもさらに 2時間遅H が用いられてL、る 中国大陸は東
西南北に広大であるため， このような時間帯を使うことは合理的なのであろう

新彊ウイグル自治区には，ウイグル族，漢族， ウスベク族，カザフ族，モンゴル族など多数の民

族が居住しているが，タリム盆地においては住民の70%以上はウイグル族である.ウイグル人どう

しの会話ではウイグル語が使われている.たとえば，表lに不コ類の呼び名をウイ Fル語でも記し

たが(アルファベットは発音を表しており， 7ラピア文字系のウイグル文字は別にある)，ネコは

muxuk (ムシュク)と発音する.また，ウイグノレ族の宗教はイスラム教であ~ ，それに基づいた

生活が営まれている 時には，敬虞な女性が顔にベ ノレをかけて街を歩いていることもある 一方

で，繁華街ではディスコやカラオヶもみかける また，ウイグルの人たちは旅行者に対して人見知

りすることなく，気軽に話しかけてくる 食事においては，イスラム教の教えにしたがい，まった

く豚肉を食しなレ 中心は，羊の肉 焼き肉カバプーをはじめ，麺類(ラグマ γとよぶ皿うどん)， 

スープ類，飯類(ポロとよぷエゾジン入り焼き飯)などほとんどのものに羊肉が入っている ウル

ムチだけでも週間で約 l万頭の羊を食べるという どこの街へ行っても，通りで開かれている

屋台の前を通ると，威勢のよいかけ声と独特の香辛料の匂いが漂う 私たちも新彊滞在中は毎食'7

イグル料理を楽しんだが，全般的にウイグル料理は日本人の口に合うとし、うのが共通した感想であ

った 現在は，ウルムチ 1，}レファン，カ シュガルなどの限られた街へは日本からでも観光ツアー

が企画され，比較的簡単にYノレク日 ドを訪れることができる タリム盆地では l年中雨は少なく ，

年降水量 (1961-1970年の平均)は，カシュガノレで 61.4mm，ホ タンで 32.1mm，チャルチャソ

で 24.7mmである(吉野， 1997) 今回調査した期間には雨は l日も降らなかった また，気温

は日中のオア日λで 30.C以上になったが，明け方には O.C前後にまで下がり，激しい日変化を

体験した

新彊における晴乳類の研究機関

ことで，新彊のIlfli乳類研究に関する 2つの研究機関を紹介しよう まず第 lに，中国科学院新彊

生態地理研究所 これは， 1998年に中国科学院新彊生物土嬢砂漠研究所と同科学院の新彊地理研究

所が lつにな勺たものである そのスタップは400名余りで，そのうち研究員 (教授，助教授左よ

んでし、る)は約120名である ここでは，砂漠地域の土壌 ・木の利用開発，砂漠地域の自然環境

生物資源に関する生態学的 ・地理学的研究が行われている また，生物標本室と展示室が設置され

ている ウルムチの北部のジュンカ'ル盆地に設置されてL、る同研究所付属の新彊野生馬繁殖セ ゾ

ターでは，家畜馬の原産といわれるプルジェワルスキーウマ Equusprzewa{skiiの保護増殖に成功

している この野生種は1970年代に絶波したが，ヨーロッパの動物闘の飼育個体を使って繁殖計画

が進められてレる 将来の野生復帰計画を想定した研究が進んでいる 筆者の一人であるアプリミ

ットは，この研究所の数少ない晴乳額生態学者である
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次に紹介する新彊大学は,14系(系 は日本の大学の学部に相当する)を 有し,新 彊 ウイグル自治

区における最大の総合大学である.教 育 システムは学部4～5年 制で,毎 年800～900人 の学生(約

半数はウイグル自治区各地域から集まった少数民族)が 入学する.大 学院として修士課程2年 間が

ある.生 物学系における教官は約80人,学 生は毎年約80名 である.生 物標本資料室 も設置されてい

る.動 物学研究室(教 官8人)で は,脊 椎動物および無脊椎動物の研究が行われている.ま た,生

態学研究室も設置 されてお り,3人 の教官が新彊に生息する哺乳類の分布 と分類に関する研究を行

っている.私 たちが訪れたときには,ち ょうど生化学および分子生物学に関する新 しい分析機器が

導入され,生 物学系の実験室が整備されつつあった.筆 者の一人であ り,現 在,北 海道大学留学中

のマハム トは,生 態学研究室の助教授である.

今 後 の 課 題

以上,タ リム盆地におけるステップヤマネコの生息状況を簡単に紹介したが,そ の生物学的情報

はまだまだ不十分である.ア プリミットらの従来の研究により,分 布地域 とその食性についてはあ

る程度わかっている.し か し,行 動範囲,系 統進化,遺 伝的多様性,イ エネコとの雑種化などにつ

いてはほとんど情報がないのが現状である.今 後は,国 際交流を大切にしながら,生 物学的分析と

種保全に関する研究を推進 したいと考えている.
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